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はじめに

前号で 『生活科学研究』 としては初めての試みとして、「生活時評」 というセクシ ョンを設 け

てみた。その時々で話題となっている広い意味の生活領域の諸現象 を取 り上げ、評論風に論 じて

みようという企画であった。

第一弾 として、拙文 「現代若者考:『 視線平気症 とケータイ文化』」を掲載 したところ、それ

なりの反響があった。そこで扱っていた問題に関 して、い くつかの取材 も受けることになった。

主に最近の若者の行動特性 とメンタリティの特異性 について日頃感 じていることを述べたわけだ

が、同じように感 じている人は多かったようで、若者の変貌ぶ りについての嘆きは共感を持 って

受け入れられた。

すっか りそれに意を強 くして、ここではその第二弾 をお送 りしたいと思 う。今回は若者のファ

ッション、特に若い女性たちのファッションと生態について若干のコメントを加えてみたい。具

体的には、「車内での化粧」「厚底ブーム」「〈ガングロ ・ヤマ ンバ〉ファッシ ョン」の三つのテー

マを取 り上げる。この三つに注 目したのは、偶然読んだひとつのコラムがきっかけになっている。

放送評論家の島野功緒氏が、ある週刊誌の連載 コラムの中で、最近の若い女性に顕著な現象 に

「三厚」 とい う呼び名 を与 えていた。いわ く、「厚化粧」 「厚底」「厚かま しい」 というわけだ

(『週刊新潮』1999年12月23日 号)。

ひところはやった 「三高」(高 収入 ・高学歴 ・高身長)を もじったものだが、なかなか、素晴

らしいネーミングだと感 心・した。確かに、最近の若い女性の特徴が見事にこの三つの言葉 には集

約 されている。 しかも、三つ とも筆者自身 も常々気 にな り、気 に障 っていた ものばか りである。

「これはわたしもぜひひとこと言っておかねば…」 と思ったのは当然の成 り行 きである。 という

わけで、 これらの問題に関 して日頃感 じていることを述べてみたいが、 どうして も事の性格上、

若者の行動に対する嘆 き、ぼやきが中心 ととなることは今回もまた避けられないだろう。
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車内での化粧

まず、順序 は逆 になるが、「厚か ましい」 を 「厚顔無恥」 と言い換えて、車内での化粧の問題

を取 り上げる。前号で中心的なテーマとした 「視線平気症」の議論のなかで も言及 したが、若者

たちの 「傍若無人」な振る舞い=「 視線平気症」の代表的な症状のひとつが、まさにこの若い女

性たちの電車内での化粧行動である。 この問題については、マスコミでもよく取 り上げられるし、

実際われわれも実例に遭遇することが少な くない。ポーラ文化研究所が1999年5月 に首都圏 と札

幌の女子大生305人 を対象 に行った調査でも、約5人 に1人 が"電 車内で化粧をしたことがある"

と答えている(『読売新 聞』1999.12.30)。 文化女子短大の170名 対象のアンケー トでは、なんと

40%が 「経験あ り」 と答 えている(『週刊朝日』2000年1月21日 号)。

長い乗車時間の時などは、基礎工事から完成までの全 プロセスをしっか り見せ られることにな

る。周囲の人間は、思いきり 「軽蔑」や 「非難」の視線 を浴びせているのだが、当人はそんなこ

とにはお構いなしである。そんな視線などはじめか ら気 にならないのが、「視線平気症」の 「視

線平気症」 たる所以である。しか も、車内の化粧行動はます ますその 厂傍若無人」ぶりをエスカ

レー トさせ ているようである。作家の林真理子さんが、週刊誌の連載コラムで 「電車の中で タマ

ゲる光景 に出会った」 と興奮 を隠せぬ口調で報告 している事例では、なんと若い女性が小 さな手

鏡片手 に一生懸命鼻毛を切 っていたとい うのである(「今夜 も思い出 し笑い」『週刊文春』2000

年2月3日 号)。 ちなみに、車内で化粧をしている女性 を見ていると、面白い法則 として"そ れだ

けの努力 に見合った成果を期待で きない"と いうタイプの女性が多いのが一般的だが、この 「鼻

毛手入れ女性」は 「そこそこ可愛い普通の女性」だったそ うだ。

幸い筆者 自身はまだ経験 したことはないが、大学の授業中にも化粧をする女子学生がいるらし

い。短大で教 えている知人の話だが、授業 中に一番前の席で堂々と化粧 をしている女子学生がい

たとい う。さすがに頭に来て、マスカラを一生懸命塗っている彼女に注意をしたという。 ところ

が、その女子学生 は自分がなぜおこられるのかわからない という反応で、逆にその教師に食って

掛かったとい う。

「なんで、いけないんですか?私 は誰にも迷惑 はかけていません!そ れに先生の話はちゃ

んと聞いていますから!」 と猛烈 に反論 したというのである。その先生は、「授業をしている私

が不愉快だか らやめて くれ」 と言ってやめさせたそうだが、その学生は納得がいかないような顔

をしていたという。

これ らの事例から何がわかるだろうか。「視線平気症」は一般的には 〈恥の意識〉の欠落、〈恥

の感覚〉の喪失 として語 られることが多い。それはまさにその通 りなのだが、周囲の学生たちの

意見などを聞いてみる と、厂欠落」「喪失」 とい うよりも、〈恥の意識〉や 〈恥の感覚 〉の変容 と

言った方が より正確な ようである。つま り、「何を恥ずか しい と感 じるか」の基準が、先行す る

世代 と今 日の若者たちでは異なっているようなのだ。

「人前で化粧をする」「公衆の面前で化粧 をする」 ことは、なぜ恥ずか しいことなのか。ある

世代以上の女性だった ら、「それは他人の目からは秘すべ き、 きわめてプライベー トな行為だか

らである」 と答えるだろう。やや大げさに言えば、排泄や性行為 を他人の目にさらさないのと同

じ事である。あるいは、化粧 をした り身支度を整えた りすることは、あ くまで も 「舞台裏」です

べきことである。「舞台裏」 とは隠すべ き領域であ り、「舞台裏」 を覗かれることは恥ずかしいこ

となのである。 このように生活の領域の 「表」 と 厂裏」 を峻別 し、使い分ける感覚が従来はあっ

た。
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ところが、今の若い女性たちにはこうした感覚は全 くない。だか ら、公衆の面前で化粧をする

ことがなぜ恥ずかしいことなのかがわからないのである。彼女たちは言 う。電車の乗客の ような

知 らない人たちにい くら化粧 をしている姿を見 られても恥ずか しくない。それよりも、化粧 をし

ないでデー トに出かけ、す っびんを彼氏 に見 られることの方が恥ずかしい。だから、時間がなけ

れば電車の中で化粧をするのは当たり前で、むしろ移動時間を有効に使 う合理的な行動だ という

ことになる。前出のポーラ文化研究所の調査でも、電車内で化粧をする理由で最 も多かったのは、

「時間がない」(72%)だ ったそうである。

ここに見 られる 「私的な空間」 と 「公的な空間」を使い分ける感覚の消滅は、同 じく前号の拙

文で扱った 「ケータイ文化」の問題 とも深 く関わっているような気がする。たとえば、ウォーク

マンのようなケータイ ・メディアは、本来は部屋 の中で しかで きなかった 「音楽を聴 く」 という

行動をそれ以外の場所で も可能にした。携帯電話 もそ うである。そこでも述べたように、"い つ

でも、どこでも、私 と一緒"と いうのが、ケータイ ・ッールの本質だからである。

しかし、「私的な空間」が 「公的な空間」 に入 り込んで くると、摩擦が生 じる。「私的な空間」

による 「公的な空間」の侵食は、それまでの両者の使い分けの世界 に確立 していた暗黙のルール

に対する侵犯 となる。既存のその種の規範 になじんでいる人間にとっては、そのことは非常に不

快で不愉快な出来事 となる。携帯電話の 「用件電話」ではない、たわいのない個人的な 「お喋 り

電話」がとりわけ不評なのはこのためである。ケータイ ・ツールの隆盛に象徴される 「便利な生

活」は、限 りなくこの 「私的空間」が肥大 してい くことを意味 している。

あるいは、さらにもっと一般的に言えば、「TPO」 に関す る規範のずれが、世代間でますます

広がって しまっているということである。時間 ・場所 ・状況 に関する規範 コー ドに、大きなギャ

ップが生 じてしまっているのである。以前だったら広 く大多数の人に共有 され、了解が成立 して

いた 「場所柄をわきまえた行動」 というものを、若者に期待することが困難になってきているの

である。旧人類 は、ますます不快な思いをさせ られることになりそうである。

厚底ブーム

ニつ目の 「厚底」は、そのまま厚底 ファッション ・厚底 ブームに対応 している。次にこの問題

を検討 してみよう。底の厚い履物のブームは今までにもなかったわけではない。 しか し、1990

年代の後半からの10代 、20代 の女性の問で流行 となった厚底ブームは、底の部分の厚 さが半端

ではない。厚底サ ンダル、厚底ブーツの中には、20セ ンチ前後のものまであるという。

これ らは、見るからに不 自然な履物である。歩 きにくく、転倒 しやす く、捻挫や骨折の原因 と

なる危険な履物でもある。国民生活センターの集計 によると、1994年 度か ら98年 度の問に届 け

出のあった女性靴に関す る事故203件 のうち、厚底靴 による事故は80件 で、39%に 達するという。

件数 も、94年 度 には7件 だった ものが、98年 度 には21件 と急増 している(「厚底ブーム衰 えず」

『東京新 聞』1999.9.12)。

接骨医や外科医たちも、厚底靴の危険性については警鐘 を鳴らしている。転倒による怪我、捻

挫 ・骨折 はもとより、無理な歩行から来る膝への負担、足の変形さらには腰痛の原因にもなると

い うのである(「 くじけぬ女心 厚底サ ンダル」『読売新聞』1999.7.10)。

それ どころか、厚底靴 は命すら奪いかねない。1999年9月 には神奈川県伊勢原市で25歳 の女

性が、厚底サンダルを履いていて転倒。これが原因とみられる左頭部骨折で死亡するという事故

まで起 きている。 また、同年11月 には、茨城県 ひたちなか市で、厚底靴 を履いた女性の運転す
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る軽乗用車が標識のコンクリー ト柱に衝突、同乗者が死亡する事故 も起 きた。靴が引っかかって

うまくブレーキが踏めなかった というのである。

車の運転に厚底靴が危険なことは実験で も確認 されている。交通事故総合分析センターと日本

損害保険協会が共同で行った実験では、次のことが明らかになった。 厚底靴を履いて車を運

転すると、運動靴 に比べて危険を察知 してブレーキを踏み出す までの時間が0.05秒 遅 くなる。 ま

た、障害物出現か ら車が停止するまでの走行距離の平均値は、厚底靴 と運動靴では1㍍ 以上差が

あった(「 厚底靴で運転 しないで!!」『読売新聞』1999.12.7)。 この場合の1㍍ という数字がいかに

大 きなものであるかは言うまでもないだろう。自分の命 を落 とすのも大変なことだが、人の命を

奪 うとなると事はいっそう重大である。大阪府警はこの厚底靴の危険性を重 く見て、本格的な規

制を検討 し、取 り締 まりの対象 とする方針 を打ち出した(『読売新聞』2000.2.4)。

これほど危険な厚底靴を若い女性 たちはなぜ履 くのか。彼女たちの言い分はこうだ。 厂脚

が長 く見えてかっこいい」「一度厚底靴 を履 くと眺めが良 くてやめ られない」。日本の若い女性た

ちの間で流行 の厚底ブームを紹介 した 『ニュー ヨーク ・タイムズ』紙の記事 の中でも、厂厚底 を

履 くと通勤電車の中で、傲慢に している中年男性たちより私の視線が高 くなる」 と、"男 を見下

ろせることの爽快さ"を 語る女性の証言を皮肉っぼ く紹介 しているとい う(厂 日本の"厚 底"米

紙が紹介」『日本経済新聞』1999.11.27)。

身長が違うと、見える風景が変わってくること、身長の違いが生む微妙な力関係の変化につい

ては理解で きる点がなくはない。 しか し、それらのメリットやプラスの面を考慮 して も、払わな

ければならない犠牲の大 きさは、果た してそれらに見合っているだろうか。厚底靴はコス トやリ

スクがあまりにも大 きす ぎるファッシ ョンと言わざるを得ないのである。

そ して、この厚底 ブームはファッシ ョンや流行の本質に関する議論 を想起させる。流行を成立

させる要因、流行 を規定する要因はつきつめてい くと 「合理性」 と 「芸術性」だというのが 「定

説」である。流行は、〈生活の合理化 〉と 〈生活の芸術化 〉との接点に成立する。われわれの日

常生活の衣食住 に関する流行は、一方でより能率的で健康な生活を目指す生活の合理化の動 きを

原動力 としていると同時に、他方で人々の美的な欲求を満足 させることが必要であるとい うこと

である。 ファッション(服 飾の流行)は 、単に着心地が良いとか安価で丈夫だ といった実用性や

機能性だけで はダメなのである。「美的なセンス」 とか 「カッコ良さ」 という 「芸術性」が加わ

らなければ成 り立たないのである。

個 々の流行 は、この二つの要素の攻めぎ合いの中で生 まれて くるものだが、「合理性」 は 「芸

術性」 の行 き過 ぎに対 して歯止め役 となるのが一般的である。デザイン的にどんなに斬新で素晴

らしくても、燃費が悪すぎれば車としては成 り立たない。ファッション(服 飾の流行)で も、そ

れを身につける人間にとって快適な ものでなければ成 り立たない。少なくとも、人間の身体に苦

痛を与 えたり肉体の機能を損なうようなものは排除されるはずである。歯止めというのは、そう

いう意味である。

そういった観点か ら厚底靴を見た時、 これは明かにその 厂合理性」の限界 を超えている。カッ

コ良 さを追求するあまり、人間の側の快適 さを犠牲にしているからである。 この流行の採用者た

ちは、危険性 を重々承知 している。若い女性たちは、歩行の不自由さや転倒による怪我や骨折の

リス クを覚悟 の上で、「美」 を追求 しているのである。これは 「非合理的な」情熱以外 の何物で

もない。

もちろんこうした事例が今 までにもなかったわけではない。前世紀 までの欧米の女性たちの間
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で愛用 されていた良 く知 られたファッションに、コルセットというものがあった。からだの線 を

を細 く見せるための強力な補整下着である。有名な映画 「風 と共に去 りぬ」 にも、主人公のスカ

ーレット・オハ ラが黒人の召使の女性に手助 けして もらい、ウエス トを思い きり締め上げる印象

的なシーンが出て くる。ウエス トか ら胸 にかけて不自然に締め付けるコルセ ットが身体に良いは

ずがな く、多 くの女性が健康 を害 した。この時代の女性 たちが短命 だった大 きな原 因の一つが、

この コルセッ トとい うファッションにあった と言われるほどである。 この例 に見 られるように、

女性は時には生命を犠牲 にしてまで 「美」を追求することがあるのである。 しか し、この場合の

「美」は男性側から期待 された 「女性美」であって、女性たちは力関係 によってそれを強制 され

る立場 にあった。 この点を頭に入れておかなければな らない。

また、厚底靴は現代の 「纏足」 だという説 もある。纏足 とは言うまでもな く、かつての中国に

見 られた奇習で、布 を堅 く巻 きつけて女性の足が一定以上成長 しないようにしてしまうものであ

る。人工的に歩行が困難な状態を作 り出し、そうした女性 に官能的美 を感 じそれを寵愛の対象 に

するという男性の屈折 した美意識が反映されたものだと言われてきた。纏足はまさに男性側から

女性 に強制 された 「女性美」の最たるものである。

しかし、今現在は21世 紀を目前に した時代 である。何が身体に有害で、健康 を害す るもので

あるかは科学的 ・医学的常識によって、誰 もが容易 に知ることができる。男が一方的に勝手に作

り上げた 「女性美」 をあか らさまに強制されることもない。にもかかわらず、日本の若い女性た

ちは自ら選んで、健康 をそこね、危険が一杯の 「現代版纏足」 を喜んで身につけているのである。

そこが不思議なところである。

ぜひ当事者たちの意見 も聞いてみたいものだ。実際に彼女たちはどう言 うかわからないが、ひ

とつだけこうしたファッシ ョンの流行に対 して納得のい く説明が可能である。次のように考えれ

ば、厚底ブームも理解できなくはない。それはこういうことだ。 彼女たちは、実は健康なん

てどうで もいいと思っているのではないか。生命なんてどうでもいいと思っているのではないか。

親の世代が何 にもまして大切なものと思い、無条件に肯定 してきた価値を彼女たちは放棄 して し

まっているのではないか。

確かに話 は飛躍 し過ぎである。 しか し、 こう考えると納得がい くのである。 もちろん彼女たち

はそれを明確に自覚した上でやっているわけではないだろうが、厚底ファッションからは彼女た

ちの投げや りで絶望的な心理が透けて見えるのである。厚底 ファッションは、そうした彼女たち

の 「無意識の自傷行為」 とでも言 うべ きファッシ ョンなのである。何 とも救いのない結論 だが・

厚底 ブームとは、そういった底無 しの彼女たちのデスペレー トな心情 を反映 した、究極の世紀末

ファッションなのである。

「ガングロ ・ヤマンバ」 ファッション

三つ目の 「厚化粧」の最新版が、い うまで もな くどぎついメーキャップを特徴 とする 「ガング

ロ ・ヤマ ンバ」ファッシ ョンである。ひところのツッパ リ系の若い女性のファッションは、「ガ

ングロ ・茶髪」であったが、最近はちょっ と違 って きている。髪は金髪 というより銀髪。白いま

ぶたに白い唇。長い銀髪はまるで振 り乱した白髪の ようで、「ヤマンバ(山 姥)」 という命名はも

ちろんここに由来する。外見はまさに妖 隆と見 まが うばか りの不気味 なメーキャップである。夜

道で白系のコー トに身を包んだこの手のファッションの女性が、角からい きな り出てきた時には

思、わず大の男のこちらが驚 きの声 をあげそうになった。
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「ガングロ ・ヤマンバ」 ファッシ ョンには当然批判 も多い。『毎 日新聞』の日曜 日の地方版 に

は、毎回テーマを決めて読者から賛否の意見 を募 るユニークな投書欄がある。そこでも、 このフ

ァ ッシ ョンが取 り上 げられている(「 輪 つSAY『 ガ ングロ』 『ヤマ ンバ』」 『毎 日新 聞』

2000.1.30)。 この記事などを参考 にしながら話を進めていきたい。

代表的な批判的意見の論点には次のようなものがある。ひとつは、"自然が一番""素 顔が一番"

とい うものである。"女 子高生 くらいの年代では何 もお化粧などしな くても、若さで十分。その

ままで も、素肌が一番 きれいな時。それなのに、 どうしてわざわざマイナスになるようなことを

す るの!"と いう類いの指摘である。この種の意見は、年配の女性の投書に典型的に見 られるも

のである。そこには、"恵 まれた状態にあるのになぜその素晴 らしさがわか らないの"と いう歯

がゆさも色濃 くにじみ出ている。 そ う、確かに若 さはそれだけで美 しい。若さゆえの美 しさ

は、生物学的な厳然たる事実なのである。 ところが、当事者は愚かしくもそのあ りがたさに気が

つかない。

もうひとつは、「ガングロ ・ヤマンバ」 も 〈流行 り〉に乗 っているに過 ぎないという指摘 であ

る。一見、強烈な自己主張のように見えるが、単にまわりのみんながやっているからという理由

で同調 しているだけだ という批判である。ルーズソックスなどの流行 と同じで、そこには個性 も

主体性 も感 じられない、ただの物 まねだとい うわけである。"流 行 りもの"ゆ えに くだ らない と

いう意見である。なかには、"焼 きす ぎた肌は将来皮膚 ガンになるかもしれない"と 医学的な観

点から懸念 を表明する意見 もある。
一方肯定的な意見のひとつは

、これ もしょせん流行 りのファッシ ョンであり、夢 中になるの も

若 さゆえのことであり、一過性の現象であるという見方である。若者は、いつの時代 にも奇抜 な

ファッションで大人たちの顰蹙を買 うものだが、やがて時期が くれば自らそ ういうものか ら離れ

てい くものである とい うクールな見方である。これは前出の意見 とは逆で、"流行 りもの"だ か

らいいじゃないかという意見である。 どうせ一時的な現象なのだか ら、いちいち目くじら立てる

必要はない というものである。

また、この投書欄の担当記者 はヤマ ンバ ・ファッションの女子高生たちを取材 した経験か ら、

積極的な擁護論を展開 している。彼女たちはその外見 に似合わず、意外にしっか りしている。た

とえば 「福祉 に興味があ り、介護の仕事が したい」などとい うように将来の夢 などもはっきりし

ていると、その 「実像」を紹介 した上で、彼女たちに共通 しているのは"異 性の目を気 にしない"

点で、厂男に媚びない、その潔い開き直 りに、 どこかすがすが しささえ覚える」 とまで褒め称 え

る。ベースにあるのは、"人 を外見で判断しては行けませんよ!"と い うおな じみのお説教である。
さらに、「…肌の白さは容貌の美醜を際立たせる効果がある。 ガングロには、女性の美醜 を従

来の価値観で判断されたくないという気分があるかもしれない。そこを評価 したい」 とい うポー

ラ文化研究所 の村沢博人主席研究員のコメン トも紹介 し、自説 を補強する。"色 の白いは七難隠

す"と い言葉があるように、日本では肌の白さは女性の美の基準であった。化粧 もそれを目指 し

て行われてきたが、ガングロ ・ファッションの女性たちはその価値観を打ち破 って顔 を焼 き、黒

く塗 って異性 をはねかえしている。 そこが痛快だというのである。

しか し、 この ヴングロ ・ファッションは全 く別の視点からも見ることができる。ロンドン在住

のジャーナリス ト多賀幹子氏は、久 しぶ りに帰国 した日本で、厚底娘 たちのファッションに出 く

わ し、とりわけガングロ ・ファッションにシ ョックを受けた経験 について書いている(厂多賀幹

子のロンドン発 ガングロと人種問題」『東京新聞』2000.1.21)。
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まず、肌の色 とい うものは非常に複雑で微妙 な問題 を含んだものであるということ・肌の色 と

いうのは、まさに民族的 ・人種的アイデンティティそのものだということを指摘 した上で・ロン

ドンやニュー ヨークだったら 「流行 しているか ら」 といって、肌を黒 く塗ることなど到底考えら

れないとい うのである。「もしそんなことをしたら、たちまち差別の歴史や民族の誇 りへの鈍感

さに侮蔑の視線を浴びることになる」だろうというわけである。

ガングロが無邪気 なファッションとして通用するのは、日本の ような 「特殊な社会」だけだと

いうことを多賀氏 は言いたいのである。他の社会でこんなことをしたらそれは直ちに"民 族の誇

りを傷つける行為"と して非難されることになるだろうと言 うのである。危険な厚底ブーッや肌

をいためる化粧に使 うお金があるなら海外に出かけ、日本人の 「常識」が世界の 「非常識」であ

ることを身をもって経験 してほしいと彼女たちに呼びかけ、辛口のコメントを締めくくっている。

ガングロ ・ファッシ ョンの当事者の彼女 たちにはおそらく全 く思い もよらない視点であろう。

そんな発想 は全 く出てこないだろう。そして、その種の無神経 さは残念なが ら多 くの日本人に共

通のものである。こんな例 を思い出す。1980年 代 にシャネルズ という男性歌手グループがいた。

「ランナウエイ」などのヒットを飛ば し、それな りの人気 を獲得 した。彼 らは、靴墨で顔を真 っ

黒 に塗 り、黒人風のメーキャップを トレー ドマークにしていた。筆者は個人的にはこのメークが

大嫌いだった。少なからぬ人たちが、彼 らのそのいでたちに違和感 となんとも言えぬ不快感を感

じていただろう。 しか し、多 くの人はそれを容認 し、彼 らはテレビにも堂々と出演 していた。あ

の時に感 じた直感的な不快感は、実はきわめて重要で本質に関わるものだったのである。ガング

ロ ・ファッションの彼女たちに、そ して多 くの 日本人に必要なのは少 しばか りの 「想像力」だと

いうことになろう。

もうひとつは、身体感覚 という視点である。「ガングロ ・ヤマンバ」 ファッションには若い女

性たちの身体感覚の変化が読み取れるのではないか ということである。素人の若い男女をモデル

に、彼 らの生活の場である自室でヌー ドを撮 るという面白い試みをしている編集者の都築響一氏

が、興味深 い指摘 を してい る(「 カーブミラー2000"ヘ ヤ ・ヌー ド"の 若者」 『読売新 聞』

2000.2.4)a

意外だったのは、彼 ら彼女らが裸になることよりも、散 らかった自室 を公 開することの方が恥

ずかしい という反応を示 したことだという。肉体ではな く、モノの集合た とえば、床 に積まれた

雑誌や食べ散 らか したスナ ック菓子の袋な どの方に、「裸 の自分」を見 られて恥ずか しい という

感覚を抱 くというのである。 しかも、すごくおとなしくて地味そうなのに、乳首にピアスをして

いる子など、見かけと中身が まるで一致 しない子をた くさん見てきた都築氏 は、次のような結論

に達す る。一 今の若者たちは、「自分の身体が、そんなに大事なものではなくなっているのか

もしれない」 ということである。皮膚を焦げるほど黒 く焼いた り、 ピアスやタ トゥーで身体を飾

り立てるのは、「実は自分の肉体にリアリティが感 じられなくなっている徴」なのではないか と

いうのである。

実際、今の若者たちとりわけ若い女性たちは驚 くほど、自分の身体 を加工することに抵抗がな

い。そして、その行 きつ くところは、 もちろん美容整形による身体改造である。最近の若い女性

タレントでは、むしろ整形 してない方が少数派 といっていい くらい整形をしているケースが目立

つ。その波が、女子 アナにまで及んでいる現状は大いに嘆かわ しい。せっか くの自然な魅力が台

無 しになって しまった事例ばか り見せ られるので、他人事なが ら彼女たちの愚挙には腹が立つ。

それはともか く、一般の女性たちにもそれ らを支持する裾野が広がっているであろう事は容易 に
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想像できる。"親 からもらった身体 に傷をつけるなんてとんで もない"と いうような感覚は全 く

過去のものになって しまっている。再度都築氏のことばを借 りると、今の若い子達は自分の身体

を 厂ちょっと分厚い普段着程度 にしか感 じていない」のではないかとい うことになるのである。

おわりに

以上のように見 てくると、"た かがファッションされどファッション"で あることがよくわか

る。若者のファッションを通 して見 えて くるものは少なくない。ひとつは、若者たちのアイデン

テ ィティの揺 らぎである。多賀氏は、民族的 ・人種的アイデンティティに対する驚 くべ き鈍感 さ

を鋭 く指摘 したが、井尻千男氏はイデオロギー的には異なった立場か らではあるが、「ガング
ロ ・ヤマンバ」ファッションを日本人 としてのアイデンティティの喪失の象徴 として論 じている

(「世間漫録 少女たちのカリスマ幻想」『週刊新潮』1999年9月30日 号)。

保守の論客特有の単純明快さで、彼女たちのファッシ ョンを 「国籍離脱願望」の象徴だとばっ

さ り切 り捨 てる。そこには、「日本人 として生 を受けたことに対する憎悪」が隠されているとい

うのである。 もちろん彼女たち自身がそれを自覚 しているわけではない。彼女たちは、「日本人
に生を受けたこと自体を無意識の領域で憎悪 している」のである。彼女たちのファッションのポ

イン トである茶髪 ・金髪 ・銀髪、ガングロ、厚底 は、「髪の毛の色 も目の色 も肌の色 も、体型 に

いたるまでみな気 にくわない、みな変えて しまいたいという自己嫌悪を隠しもつ変身願望」だと

いうことになる。要するに、彼女たちは日本人であることを否定 したがっているというのである
。

こんな、彼女たちを生み出 したのは、伝統的な価値観や善悪美醜の基準を放棄 して しまった戦後

の 日本社会であ り、戦後教育にどっぷ り漬かって きたバカな親たちだと井尻氏は言いたいわけで

ある。このあた りの戦後批判はおなじみの もので、井尻氏の主張の中身に全面的に賛同するわけ

ではないが、 ファッションがアイデンティティに深 く関わるものであるとい う点は再確認 してお

いて良い。

また、「ガングロ ・ヤマンバ」 ファッションには若者たちの身体感覚のあ りようが見事 に反映

されているということである。都築氏の指摘にもあったように、身体のリアリティを実感するこ

とができず、身体や生命に対する驚 くべ き無頓着 さ、そこにうかがえる深い絶望感。そこには、

彼女たちの漠然とした不安心理 も反映されている。「ガングロ ・ヤマンバ」 ファッシ ョンとい う

世紀末 ファッションを通 して、 ファッションが 「時代の鏡」であることを改めて しみ じみ感 じさ

せ られるのである。
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